
令和６年度後期学校評価（12月）結果 

八幡浜市立喜須来小学校 

 

学校教育目標 心豊かに たくましく 自分を表現する子を育てる 

 

 

 

 

基本方針 

 

 

 

 

『全力つくせ 君が主役だ 喜須来っ子』を合言葉に、自分の考えをしっかりと

持ち表現する力、他人の立場を理解しながら自分自身も大切にする子どもたちを育

てる。心も体も元気で、自信を持って行動できる子どもたちの育成を目指す。 

１ まごころの教育をベースとし、児童一人ひとりが「自分らしさ」を大切にし、

心から自分の気持ちを表現できるよう、愛情を持って指導する。 

２ 児童が自ら考え、話し合いながら深く学ぶ授業を展開し、自主的に活動し成長

する環境を整える。 

３ 児童の活動を家庭や地域に向けて積極的に発信し、地域社会に貢献する学校作

りを目指す。 

 

Ａ…成果が十分上がっている    Ｂ…おおむね成果が上がっている 

Ｃ…あまり成果が上がっていない  Ｄ…成果が上がっていない 

○ 成果   ● 課題 ☆ 継続点及び改善点 

項目 評価項目 
教師 

評定 

保護者

評定 
児童評定 成果と課題 継続点及び改善点 

 

 

 

確 

か

な

学

力

の

定

着

と

向

上 

個に応じた分かりやすく丁寧な授

業ができたか。 
Ａ Ａ Ａ 

○ 児童の実態に合わせ、

定着するまで繰り返し学

習をすることで、基礎学

力が向上した。 

○ 学級の時間でタブレッ

トをよく活用しており、

タイピング力や操作力が

上がっている。専科指導

でも活用しやすくなっ

た。 

● 読書活動に取り組むよ

う声を掛けたが、個人差

が大きかった。 

☆ ＩＣＴ機器を

授業の中で効果

的に活用するこ

とで、自己表現が

苦手な児童も意

欲的に活動に参

加できるように

なった。引き続き

効果的な活用に

取り組んでいき

たい。 

☆ 全員で本借り

をする日を設定

したり、読み聞か

せを充実させた

りしていきたい。 

授業中、積極的に挙手し、「自分

の考えが言える」児童を育てようと

努めているか。 

Ａ － Ｂ 

児童は家庭学習に自主的に取り組

んでいるか。 
Ａ Ａ Ａ 

授業の中でＩＣＴを効果的に活用

できたか。 
Ａ － － 

児童は読書活動に取り組んでいる

か。 
Ａ Ｃ Ｂ 

 

   

 

心

の

教

育

の 

推 

進 

資料や発問を工夫するなどして、

考え議論する道徳の充実に努めてい

るか。 

Ｂ － － 

○ １日の中で、友達やク

ラスのために動いた児童

見付ける活動を取り入れ

た。友達のよさに気付く

児童が増え、自分自身も

誰かのために行動しよう

とする姿勢が見られるよ

うになった。 

● 挨拶が十分身に付いて

いる児童も多くなってき

たが、元気のない児童も

いる。 

● 考え議論する道徳授業

が十分ではなかった。 

 

☆ 児童会主体の

挨拶活動週間を

継続する。また、

職員が児童に対

して率先して挨

拶をする。 

☆ 道徳の授業に

おいて、自分事と

して考えること

ができる発問を

工夫する。 

心の居場所としての学級づくり、

認め合い、支え合う温もりのある人

間関係づくりに努めているか。 

Ａ － － 

児童は相手に伝わる挨拶ができる

ようになっているか。 
Ｃ Ｂ Ａ 

 

   



生

徒

指

導

の

徹

底

と

健

全

育

成 

日記指導や教育相談等を活用し

て、いじめ・不登校等の早期発見、

早期対応、児童との信頼関係づくり

に努めているか。 

Ｂ Ａ Ａ 

○ オンライン調査ツール

「やわたはま元気ノー

ト」により、事案の早期

発見、早期対応に向けて

教職員が意識して行動し

ている。また、その後の

教職員間での共通理解も

でき、チーム対応するこ

とができている。 

○ 週末の日記を宿題とす

ることで、校外や家庭で

の児童の様子を把握する

ことができた。 

☆ オンライン調査

ツール「やわたは

ま元気ノート」が

児童の人間関係を

見つめなおすよい

きっかけになって

いる。入力結果を

もとにした教育相

談、職員間での情

報共有までをきち

んと行い、児童の

健全育成に努め

る。 

児童は善悪の判断を身に付け、き

まりを守って生活しようとしている

か。 

Ａ Ａ Ａ 

 

   

特

別

支

援

育

の

推

進 

特別支援教育の推進体制を整え、

個に応じた指導や支援の充実に努め

ることができたか。 

Ａ － － 

○ 特別支援学級の児童に

とって、交流学級が自分

らしくいることができる

場となっている。教職員

や交流学級の児童が、前

向きに特別支援学級児童

の言動を捉え、関わって

いるからだと思う。 

○ 通級指導が機能し、よ

りきめ細やかな支援体制

になった。 

☆ 特別支援学級

児童のとの交流

を通して、通常学

級児童も成長さ

せるという視点

を常に持ってお

く。 

特別支援教育について家庭・地域

への啓発を積極的に進めているか。 
Ａ － － 

 

   

健

康

安

全

教

育

の

充

実 

「早寝・早起き・朝ごはん」など、

正しい生活習慣の定着に努めている

か。 
Ａ Ｂ Ａ 

○ 高学年は、メディアコ

ントロールチャレンジを

実施し、メディア時間を

減らすという目標だけで

なく、その時間を有効活

用する取組となり、意欲

的にチャレンジしてい

る。 

○ 喜須来っ子まんてんリ

ズムカードがあること

で、児童は規則正しい生

活を意識しながら過ごす

ことができている。 

● 家庭での正しい生活習

慣が定着するよう声を掛

けたが、個人差が大きい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆ 個人差に対応

するため、個人懇

談等で家庭での

正しい生活習慣

が定着するよう

声を掛けた。保護

者への協力を求

めつつ、本人にも

引き続き指導し

ていきたい。 

安全指導の充実と工夫により、生

命尊重の意識の高揚を図っている

か。 
Ａ Ａ Ａ 

児童の体力向上、健康管理に関す

る指導は充実しているか。 
Ａ Ｂ Ａ 

 

   



安

全

・

安

心

な

学

校

づ

く

り 

校内外における見守り隊活動を始

め、地域ぐるみの安全確保に取り組

んでいるか。 

Ａ － － 

○ 事前予告なしでの避難

訓練は、児童、教員にと

っても新たな学びがあっ

てよかった。また、今回

のように、実施後に課題

を全員で共有することが

とても大切だと感じた。 

○ いろいろな避難、防災

訓練を計画・実施するこ

とにより、少しずつ防災

意識が高まってきた。一

人きりの時でも対応でき

るよう、引き続き指導を

続けていきたい。 

☆ 避難訓練を振

り返ることによ

って見えてきた

児童の動き、教職

員の動きに関す

る課題に取り組

んでいきたい。 

定期的な避難、防災訓練の実施に

より、児童や教職員の安全・防災意

識を高めているか。 

Ａ Ａ － 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

特

色

あ

る

学

校

づ

く

り 

「五つのシーン」（放送、読書、

掃除、集会集合、集団下校集合）を

児童に浸透させようとしているか。 

Ａ － － 

● 五つのシーンのうち、

掃除に取り組む際の私語

が止まない。その原因と

して、昼休みから掃除へ

の切り替えができていな

いことが挙げられる。「掃

除の放送が鳴り始めた

ら、口を閉じて掃除場所

へ移動する」といった、

分かりやすい全校でのき

まりがあるとよいと感じ

る。 

☆ 「掃除の放送が

鳴り始めたら、口

を閉じて掃除場

所へ移動する」こ

との大切さを指

導し、定着を図

る。 

☆ 五つのシーン

において、教師自

身の指示も極力

減らす。 

総合的な学習の時間の充実を図

り、「生きる力」の育成に努めてい

るか。 

Ｂ － － 

豊かな体験活動により児童一人一

人のまごころをはぐくみ、「心の教

育」の充実を図っているか。 
Ａ － － 

教

職

員

の

資

質

導

力

の

向

上 

校内研修を計画的・意欲的に行い、

そこで得た成果や資料等を教育実践

の場に生かしたか。 

Ａ － － 

○ 校内研修を計画的に実

施することができた。ど

の教員も研究授業に熱心

に取り組み、成果を上げ

た。 

○ 研修通信が職員の資質

向上につながった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆ 研究授業で指

導されたことを

今後の授業に役

立てることがで

きている。継続し

たい。 

社会人、組織人としての資質向上

に努めているか。 
Ａ － － 

 

   



家

庭

・

地

域

社

会

と

の

連

携 

家庭訪問、電話、学級だより、連

絡帳等を通して家庭との連携を密に

し、信頼関係づくりに努めているか。 

Ａ Ａ － 

○ 児童の体調面や、諸課

題につて、家庭と密に連

携を取ることができた。 

 

☆ 保護者からの

連絡等には関係

教職員との報連

相をしっかり行

い、迅速に対応す

ることを継続し

たい。 

 

   

管

理

運

営

の

充

実

・

そ

の

他 

綱紀粛正と不祥事や事故の防止に

努め、信用失墜行為の予防に努めて

いるか。 

Ａ － － 

○ 管理職が意識的に早く

帰る姿勢をリードしてい

るので、職員にも意識付

いてきた。 

● 仕事量が多い時期は、

勤務時間が長くなってし

まう。仕事の組立を計画

し、効率化を図りたい。 

☆ 毎週水曜日は

声を掛け合いな

がら、定時退庁を

行う。 心身の健康管理に努め、ワークラ

イフバランスを考えた勤務時間に努

めているか。 

Ｂ － － 

 

   

 


